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本書は全米を代表する女性科学者，リ
タ・コルウェル氏による自伝である．とは
いえ，普通のキャリア紹介の本ではない．
もちろん，彼女がどのように苦労をして科
学研究の道に入ったか，そして後進の女性
科学者育成のための重要なメッセージが多
く入っているが，NSF（米国国立科学財
団）の長官を務めた彼女が，どのように科
学行政と向き合い，そして世界を恐怖で揺
るがした炭疽菌テロの解決に向きあった
か，科学と行政と社会の動きを，政権の中
枢にいた彼女の視点から知ることができる
書籍となっている．
つまり本書は，女性科学者を育成する

ための情報が詰まっているのはもちろん，
日本で長らくうまくいっていない，科学的
知見をどのように政治に役立てるか，有能
な科学者が政府中枢に入り采配をふるうと
どのように国家が強くなり科学政策が変化
するのか，といった視点でも大変興味深
い．前者と後者は普段，読者層が異なるで
あろうが，どちらの関心からであってもぜ
ひ，手にとってほしい．どちらも女性の登
用がキーとなっている．
本書ではまずは著者の生い立ちや，学

問を志すまでの複雑な状況が語られてい
る．著者は微生物，分子生物学，生態学の
研究者であり，メリーランド大学とジョン
ズ・ホプキンズ大学ブルームバーグ公衆衛
生大学院の特別栄誉教授である．800以上

かつての米国科学界における女性に対
する偏見と差別がここまですごかったの
か．いまさら驚くとはお前の認識不足だろ
うと言われるかもしれないが，にわかに信
じられないような内容が次々と語られる．
世代が少し違うからかもしれないし，米国
と日本の違いもあるかもしれない．ともあ
れ，そのような状況からジェンダー公正を
勝ち取るべく闘った女性研究者，リタ・コ
ルウェルの記録である．
リタ・コルウェル，本書の履歴には

「米国の草分け的な微生物学者・分子生物
学者・生態学者」とある．生物学の範疇と
はいえ，微妙に異なる三つの専攻が記され
ていることに最初は違和感を覚えた．しか
し，読んでみたらよくわかる．リタ・コル
ウェルは，次々と目指すところを変え，さ
まざまな分野を越境しながらキャリアを積
んだ研究者なのだ．
八人兄弟の七番目の子―ジェンダー

的には「兄弟」ではなく「兄弟姉妹」と書
かないといけないかもしれない―に生ま
れたリタ・コルウェルは化学を志す高校生
に育つ．大学で化学を学ぶには高校の科学

教師の推薦状が必要だったが拒否される．
もちろん男性教師に．ようやく英語の女性
教師の推薦で，パデュー大学に入学する．
そこでの教育は期待していたものとは

ほど遠く，英文学に専攻を変更しようかと
まで考える．しかし，友人の勧めで受ける
ことにした女性の准教授ドロシー・メイ・
パウエルソンの細菌学の授業が素晴らし
かった．「米国の上位20の主要な研究大学
において，科学分野で正教授として雇用さ
れていた女性は29人のみ」という時代，
パウエルソンは最高ランクの女性研究者
だった．その影響で専攻を細菌学に変え，
1956年に学士号を取得する．
素晴らしい出会いだけではなかった．

「大学の実力者であり，精力的な生物学研
究者」であったヘンリー・コフラー教授は
ひどかった．大学院で細菌学を学ぶための
フェローシップが欲しいという希望に「女
子学生にフェローシップを与えるような無
駄はしない」と断言され，そのうえ「学位
なんて無理だね」と追い打ちをかけられ
た．いまならセクシャルハラスメントとア
カデミックハラスメントで完全にアウトだ．

博士課程時代の研究は海洋細菌の分類
という目立たない分野だったが，自分自身
でプログラミングやボードの配線まで行っ
た研究で，ネイチャー誌に論文を発表す
る．1961年のことだから，いかに先駆的
だったかがわかるだろう．そんな折，関連
分野の大物教授から，おそらくは女性だか
らという理由で嫌がらせや嘲笑を浴びせら
れた．それが契機になって，研究分野をビ
ブリオ菌に変更する．このことがコレラ菌
の研究―病原性コレラ菌が流行と流行の
間にどこに潜んでいるかを突き止めた研
究，それこそ生態学だ―につながった．
人間万事塞翁が馬，良き出会いと悪しき出
会いを繰返しながら，自分の意志で人生を
切り拓くようになっていく．
個人的な歴史と，「女性同士の連帯を築

き，データで武装し，阻止するには手遅れ
になる時点まで誰にも気づかれないように
こっそりと，目の前の障壁を一つずつ取り
除いていった」ジェンダー公正に向けての
闘いの歴史が，この本の二大柱だ．もちろ
んこのふたつは螺旋のように絡み合ってい
るのだが，前者で特筆すべきは，医学分野
を除くすべての研究分野の支援を行う
NSF（米国国立科学財団）の長官を六年あ
まりにわたって務めたことだ．

NSF長官時代に責任者として取組んだ
第7章「炭疽菌入りの手紙」事件の解決譚
は，第5章「コレラ」研究の話と同じよう
に，まるでミステリーを読むような面白さ
だ．炭疽菌事件がスムーズに解決できたの
は，リタ・コルウェルのような分野横断的な
知識と優れた行動力・判断力があったからこ
そだ．
「女の子はだめ！」から「女性同士の連
帯が必要」，「女性が増えれば科学は進歩す
る」，そして「個人ではなくシステムの問
題」といった章のタイトルをつないでいけ
ば，リタ・コルウェルの歩んできた道と考
え方がよくわかる．
「すべての男女は，学校，研究室，職
場，昇進，そして私生活において，平等に
扱われるべきである．」
「科学界の女性たちに便宜を図る必要は
ない．目的を達するために平等な機会を与
えるだけでよい．」
「科学において女性の真の平等を達成す

るには，幅広い社会の変革が必要である．」
こういった信念に基づいていかに行動

すべきかを記したのが，最後の章「実現で
きる！」で，その説得力は抜群だ．全編を
通じて，ジェンダー問題に限らず，きわめ
てリベラルな考えが示されていることにも
感動を覚えた．最後に，いちばん印象に
残った文章をあげておきたい．
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ための情報が詰まっているのはもちろん，
日本で長らくうまくいっていない，科学的
知見をどのように政治に役立てるか，有能
な科学者が政府中枢に入り采配をふるうと
どのように国家が強くなり科学政策が変化
するのか，といった視点でも大変興味深
い．前者と後者は普段，読者層が異なるで
あろうが，どちらの関心からであってもぜ
ひ，手にとってほしい．どちらも女性の登
用がキーとなっている．
本書ではまずは著者の生い立ちや，学

問を志すまでの複雑な状況が語られてい
る．著者は微生物，分子生物学，生態学の
研究者であり，メリーランド大学とジョン
ズ・ホプキンズ大学ブルームバーグ公衆衛
生大学院の特別栄誉教授である．800以上

の論文を書き上げ，62の大学から名誉博
士号を授与され多くの尊敬を集めている．
一言で言って，凄まじい経歴の持ち主だ．
しかし彼女のたどった道筋は平たんではな
く，特に1950年代に女性学生が大学院に
進学をし，学位を得て研究者になること
が，どれほど大変だったのかが書かれてい
る．特に目を引くのは，どのような立場の
人が，どんな状況で差別発言をしたのかが
赤裸々に書かれていることだ．相手に忖

そんたく

度
して言葉を飲み込まないのは，強さだ．批
判すべきは批判することで，そして多くの
女性たちの苦労があって，今の到達点があ
る．ここで止まらず，さらにバトンを受け
継いで，次の世代をよりよくしてほしいと
いう願いが伝わってくる．
さらに進むと，著者の研究を紹介する

章もある．そして，私はこれが大変面白く
感じた．研究対象はコレラ菌で，著者はこ
れを微生物学の分野から研究をしていた．
突如として流行するコレラ菌は，医学者に
は人から人へ感染するものとされていた．
しかし著者は，内陸部の潮の干満を受ける
河川付近で，猛暑のあとに大雨や洪水など
があるとコレラが流行することを突き止
め，コレラ菌は普段，こうした水辺で休眠
していることを明らかにする．もとは，
1960年代に高齢の女性研究者が書いた論
文を元にしており，著者がキャリアだけで
なく，科学研究のうえでも，女性科学者か

らバトンを受け継いでいることがわかる．
さて，炭疽菌テロに関しては，私はこ

こまで詳しい情報を目にしたのは初めて
だった．NSF長官になった著者は，多く
の取組みを成功させ，米国の科学をさらに
飛躍させる．そして米国史上最悪の2001

年の9.11テロを経験，直後に，封書で郵送
されてくる炭疽菌テロを経験するのだ．微
生物学者である著者は，FBIやCIAと協力
し，この事件を解明するのに活躍する．著
者はこの際にも多くの女性科学者を登用し
た．そして当初は，アルカイダの攻撃の一
環とも受取られたテロが，詳細に炭疽菌の
株の特徴を調べることで，メリーランド州
の陸軍研究所で開発された株だとわかった
のだ．捜査には7年を要し，途中で判明し
た犯人は自害した．科学がテロに用いられ
た場合，それも政府関連組織からも発生し
た際の議論として大変貴重だ．著者を含め
て委員会のメンバー数名が勲章を得てい
る．COVID–19で日本でも著名になった
ファウチ博士も出てくる．
危機時に科学者が，自分たちに何がで

きるのかを考え，効果的に動き，結果を出
して政府にも感謝される．こうした循環が
日本にはない．米国ではトップクラスの科
学者たちが，キャリアなかばで政府の要職
について専門知に基づいた手腕をふるう．
政府にとっても専門知の高い案件に直接支
援を得られることは得策だ．日本では，政
府の中に科学者が助言に有効な立場を確保
し発言する場がほぼない．COVID–19にお
いても政府と科学の分断は続いていた．
3.11の震災後13年が経過した現在でも，
原発事故時の放射性物質拡散のシミュレー
ションを社会に提供できない状況が続いて
いる．私も現在，この問題についての日本
学術会議の議論に参加をしているが，科学
者と行政，政府の信頼関係が薄い中での調
整は心もとない．日本はどのように政治の
中に科学を活かせるようになるのか．現在
でも大きな課題である．
そして，最後には繰返し，繰返し，女

の子たちを励ますことがどんなに重要であ
るのかを説いている．一貫しているのは，
女性が増えれば科学は進歩する，と信じて
いること．本書はこうした信念を引き継ぐ
重要なバトンになっている． 
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こっそりと，目の前の障壁を一つずつ取り
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んこのふたつは螺旋のように絡み合ってい
るのだが，前者で特筆すべきは，医学分野
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第7章「炭疽菌入りの手紙」事件の解決譚
は，第5章「コレラ」研究の話と同じよう
に，まるでミステリーを読むような面白さ
だ．炭疽菌事件がスムーズに解決できたの
は，リタ・コルウェルのような分野横断的な
知識と優れた行動力・判断力があったからこ
そだ．
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る」，そして「個人ではなくシステムの問
題」といった章のタイトルをつないでいけ
ば，リタ・コルウェルの歩んできた道と考
え方がよくわかる．
「すべての男女は，学校，研究室，職
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すべきかを記したのが，最後の章「実現で
きる！」で，その説得力は抜群だ．全編を
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感動を覚えた．最後に，いちばん印象に
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「科学は，科学・技術・工学・数学・医
学（STEMM）研究において十分な評価を
受けていない男女にとって理想的な分野で
あると，私は長い間考えてきた．なぜな
ら，科学は逆境に挑むものだからだ．」
逆境を生き抜き，新たな境地を切り拓

いてきた科学者だけが語りうる言葉ではな
いか． 
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